
09
年
春
闘
の
賃
上
げ

６
０
０
０
円
必
要
と

ル
ネ
サ
ス
労
組
武
蔵
支
部

「
第
三
回
定
期
大
会
」
は
、
８

月
６
日
（
水
）
午
後
、
会
場
は

武
蔵
事
業
所
の
大
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

電
機
連
合
本
部
役
員
に
就
任

し
た
荒
井
氏
は
「
09
春
闘
は
物

価
が
２
％
上
が
っ
て
い
る
の
で

６
０
０
０
円
位
要
求
し
な
け
れ

ば
と
の
話
し
が
出
て
い
る
」
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

７
項
目
の
質
疑
！

要
望
意
見
は
３
名
の
代
議
員

が
発
言
を
し
ま
し
た
。

質
疑
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

◆
「
春
闘
時
二
年
分
の
一
時
金

は
、
各
人
の
本
給
に
配
分
を
」

に
対
し
て
「
役
割
給
へ
の
繰
り

入
れ
が
出
来
る
よ
う
労
使
委
員

会
で
論
議
す
る
」

◆
「
一
時
金
の
４
・
７
ヶ
月
は

低
す
ぎ
る
。
生
活
の
安
定
の
た

め
誰
で
も
５
ヶ
月
を
」
に
対
し

て
「
５
ヶ
月
を
基
本
に
会
社
業

績
を
判
断
し
て
要
求
す
る
」

◆
「
長
時
間
労
働
の
解
消
を
」

に
対
し
て
「
現
状
の
飛
び
抜
け

た
１
０
０
時
間
以
上
の
長
時
間

労
働
を
解
消
さ
せ
る
」

◆
「
再
雇
用
も
定
着
し
、
今
後

組
合
員
化
を
求
め
る
」
に
対
し

て
「
課
題
と
認
識
を
し
て
お
り

本
部
に
要
望
を
す
る
」

そ
の
他
、

◆
昼
食
メ
ニ
ュ
ー
で
の
着
色
料

撲
滅
の
取
り
組
み
を
。

◆
組
合
運
営
で
の
効
率
化
の
た

め
に
Ｔ
Ｖ
会
議
の
活
用
を
。

◆
組
合
費
は
減
ら
せ
な
い
か
。

な
ど
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

時間
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労
働
条
件
の
改
善
が
必
要

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす

（連絡先） ルネサス武蔵の会

＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男

＊電話・FAX ; 042-394-0937

＊ﾒｰﾙ;musashinet@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

ル
ネ
サ
ス
労
組
武
蔵
支
部
第
３
回
大
会

＊
ル
ネ
サ
ス
労
組
武

蔵
支
部
は
、
上
の
棒

グ
ラ
フ
で
示
し
た
様

な
残
業
実
態
を
大
会

議
案
書
で
報
告
を
し

て
い
る
。
こ
の
デ
ー

タ
は
、
07
年
４
月
か
ら
08

年
３
月
の
一
年
間
の
平
均

で
あ
る
。
裁
量
勤
務
者
は
、

30
時
間
相
当
の
裁
量
勤
務

手
当
て
が
支
給
さ
れ
て
い

る
代
わ
り
に
残
業
時
間
と

の
概
念
で
な
く
「
健
康
管

理
時
間
」
と
の
形
で
労
働

時
間
が
管
理
を
さ
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
実
態
は
、

区
分
別
比
較
で
一
番
少
な

い
労
働
時
間
と
な
っ
て
い

る
が
、
果
た
し
て
現
実
を

反
映
を
し
て
い
る
か
疑
問

で
あ
る
。
裁
量
勤
務
者
と

言
え
ど
も
、
国
の
過
労
死

基
準
で
管
理
を
さ
れ
て
お

り
、
正
し
い
管
理
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
や
は
り
Ｐ

Ｃ
の
電
源
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ

で
の
労
働
時
間
管
理
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
導

入
を
願
い
た
い
。

集積回路

組
合
員

（
Ｒ
Ｓ
１
除
く
）

Ｒ
Ｓ
１

（
裁
量
非
適
用
）

組
合
員

（
裁
量
勤
務
者
除
く
）

健
康
管
理
用
時
間

（
裁
量
勤
務
者
）

10

20

30

40

50

35.5
32.8

60.7

38.3



国内主要半導体メーカーの08年度

4-6月実績と09/3期見通し
社　　名 売上高 （率） 営業利益 （率）

2,915 ▼3.8 ▼302 （　－　）

15,000 7.8 900 1.1

2,155 ▼10.1 ▼30 （　－　）

9,700 2.1 410 ▼6.0

1,662 ▼4.2 17 （　－　）

6,850 ▼0.4 100 96.3

1,350 ▼12.9 非公表

6,500 ▼23.5 黒　　字

1,222 8.8 非公表

4,960 7.2 黒　　字

1,092 ▼0.2 ▼156 （　－　）

非公表 非公表

1,079 ▼10.5 ２ケタ赤字

4,900 ▼3.7 ２ケタ黒字

813 ▼16.0 92 ▼48.6

3,410 ▼8.7 440 ▼34.7

521 ▼13.1 非公表

非公表 非公表

495 4.2 16 ▼33.3

2,100 9.4 100 2.0

204 ▼0.5 非公表

770 ▼3.4 非公表

 （注）単位億円。カッコ内は前年同期比増益減率（％）。

　上段は4-6決算実績、下段は通期（09/3）見通し。

　▼は赤字または伸び率ﾏｲﾅｽ。

 ＊松下電器は生産額。

 ＊シャープと三菱電機は電子デバイス事業

08年8月12日付「日刊工業新聞」より

 東　　　芝

 ルネサス

 ＮＥＣエレ

 松下電器

 エルピーダ

 富士通ﾏｲｸﾛ
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

 ｾｲｺー ｴﾌﾟｿﾝ

 ソ ニ ー

 ロ　ー　ム

 シャープ

 三菱電機

半
導
体
メ
ー
カ
ー
・
事

業
部
11
社
を
合
計
し
た
08

年
４
―
６
月
連
結
決
算
は
、

売
上
高
が
前
年
同
期
比
９
・

８
％
減
の
１
兆
３
６
０
８

億
円
と
な
っ
た
。
11
社
中

９
社
が
減
収
、
４
社
が
営

業
赤
字
を
計
上
し
た
。

携
帯
電
話
端
末
の
販
売

方
法
の
変
更
や
建
築
基
準
法
改
正
な
ど

の
影
響
を
受
け
、
半
導
体
の
生
産
・
出

荷
に
陰
り
が
見
え
始
め
て
い
る
。

下
期
の
回
復
を
期
待
す
る
メ
ー
カ
ー

も
多
い
が
、
北
京
五
輪
後
の
生
産
・
在

庫
調
整
を
計
算
に
入
れ
る
と
、
半
導
体

需
要
は
縮
小
に
転
じ
、
上
期
以
上
の
厳

し
い
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。

（
８
月
12
日
付
「
日
刊
工
業
新
聞
」
）

ル
ネ
サ
ス
は
、
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ウ

シ
ョ
ン
事
業
が
国
内
携
帯
電
話
向
け
シ

ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
な
ど
不
振
で
減
益
。
マ

イ
コ
ン
事
業
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
周
辺
機

器
向
け
は
好
調
だ
っ
た
も
の
の
、
民
生

機
器
、
自
動
車
向
け
が
低
調
で
減
収
減

益
と
な
っ
た
。
汎
用
製
品
事
業
は
、
パ

ワ
ー
半
導
体
が
伸
張
し
、
今
年
度
で
終

息
す
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
や
市
況
の

厳
し
い
Ｌ
Ｃ
Ｄ
ド
ラ
イ
バ
ー
を
カ
バ
ー
。

減
収
な
が
ら
赤
字
幅
を
縮
小
し
た
。

（
８
月
13
日
付
「
電
波
業
新
聞
」
）
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派
遣
労
働
者
の
労
災
、

急
増
、
厚
労
省
ま
と
め

派
遣
労
働
者
の
労
災
が
、
製

造
業
へ
の
派
遣
解
禁
後
に
急
増

し
て
い
る
こ
と
が
21
日
ま
で
に
、

厚
生
労
働
省
調
査
で
分
か
っ
た
。

派
遣
が
解
禁
さ
れ
た
２
０
０

４
年
（
１
、
２
月
は
未
集
計
で

10
カ
月
分
）
の
被
災
者
は
６
６

７
人
だ
っ
た
が
、
07
年
は
５
８

８
５
人
に
上
っ
た
。

厚
労
省
は
現
在
、
労
働
者
派

遣
法
改
正
の
検
討
を
進
め
て
い

る
が
、
今
回
の
調
査
結
果
が
議

論
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も

あ
る
。
厚
労
省
安
全
課
は
「
製
造
業

な
ど
事
故
に
遭
う
可
能
性
の
高

い
職
場
に
派
遣
労
働
者
が
増
え

た
こ
と
が
急
増
の
背
景
に
あ
る
」

と
調
査
結
果
を
分
析
。
「
派
遣

先
や
派
遣
元
に
は
安
全
教
育
な

ど
の
対
策
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
し
て
い
る
。

（
８
月
21
日
「
日
経
」
よ
り
）

携
帯
の
販
売
不
振
な
ど
響
く



７
月
26
日
・
27
日
、
“
命
を
生

み
だ
す
母
親
は

命
を
育
て

命

を
守
こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す
”
を
合

い
言
葉
に
「
54
回
日
本
母
親
大
会
」

が
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
全
国
か
ら

１
万
５
千
人
が
集
い
ま
し
た
。

子
ど
も
を
め
ぐ
る
問
題
、
暮
ら

し
や
権
利
、
格
差
と
貧
困
、
食
の

安
全
、
平
和
と
民
主
主
義
等
切
実

な
願
い
が
持
ち
よ
ら
れ
熱
い
闘
い

が
交
流
さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は

１
日
目
の
分
科
会
は
「
食
の
安
全
・

安
心
と
環
境
を
考
え
る
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
日
本
の
食
料
自
給
率

は
39
％
。
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
輸
入

す
る
と
、
そ
の
国
は
輸
出
す
る
た

め
の
農
業
に
な
っ
て
自
分
達
の
食

べ
る
の
は
別
の
国
か
ら
輸
入
し
て

い
る
と
い
う
。
遠
い
国
か
ら
農
薬

や
防
腐
剤
の
か
か
っ
た
食
べ
物
を

Ｃ
Ｏ
２
を
出
し
て
運
ん
で
く
る
よ

り
、
減
反
政
策
を
や
め
さ
せ
農
家

に
価
格
保
障
を
し
て
、
日
本
の
農

業
を
守
る
政
策
に
変
え
て
い
か
な

い
と
こ
の
ま
ま
で
い
っ
た
ら
食
べ

る
も
の
が
な
く
な
る
と
恐
し
く
な

り
ま
し
た
。

今
年
の
全
体
会
記
念
講
演
は
一

橋
大
学
院
教
授
で
「
９
条
の
会
」

事
務
局
の
渡
辺
治
さ
ん
。
『
個
人

が
誰
で
も
参
加
で
き
る
「
９
条
の

会
」
が
全
国
に
７
０
０

０
を
こ
え
、
そ
の
力
が

憲
法
９
条
の
改
悪
を
阻

止
し
「
憲
法
を
変
え
る
」

と
言
っ
て
登
場
し
た
安

倍
首
相
を
退
陣
に
お
い

こ
ん
だ
。

い
ま
非
正
規
労
働
者

や
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
闘
い
が
憲
法
25
条

を
守
ら
せ
る
運
動
に
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
今
も
っ

と
も
大
事
な
こ
と
は
政

治
を
変
え
る
こ
と
で
、

こ
れ
が
一
番
憲
法
を
生

か
す
道
で
あ
る
』
と
話

さ
れ
た
。

い
ま
こ
そ
女
性
の
ち

か
ら
で
憲
法
を
守
り
、

平
和
な
未
来
を
！
と
の

思
い
を
強
く
も
ち
ま
し

た
。

穂
積
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◎
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

中
国
の
壮
大
な
「力
」を
示
す

無
事
に
終
わ
っ
て
良
か
っ
た

こ
れ
か
ら
が
大
変
で
し
ょ
う

◎
猛
暑
・ガ
ソ
リ
ン
高

「安
・
近
・短
」
志
向
と
な
り

国
内
旅
行
が
人
気
だ
っ
た
！

未
来
を
ひ
ら
く
女
性
た
ち
！

休
憩
室

職場でのたたかいと
連帯の新たな地平を描く

ハンドシェイク回路
長年の思想・賃金差別を闘い和解を勝ち

取った沖元は、定年間近に社運をかけた開

発プロジェクトに組み込まれ、そのひどい

労働実態を初めて知る。労働者との絆を新

たに結びながらの闘いを描く。

「長い３０数年の時を経て、差別是正の

和解後３年余り経ってやっと、立川はもち

ろん磯部たちとの間で、本音で向き合い、

たがいの意思のやりとりができるようになっ

たと言えるだろうか。それは、自身が開発

したボードの通信機能になぞらえた『握手』

を意味するハンドシェイクの回路が働いた

ことになる」（本文より）

◆定価は、２１００円（税込み）

◆著者は、田島一（元日立土浦勤務）

◆注文は、ＷＥＢで「新日本出版社」

インターネットで注文が出来ます。



武
蔵
事
業
所

50
周
年
記
念
式
典

８
月
４
日
（
月
）
の
定
時

近
く
に
「
本
館
１
Ｆ
多
目
的

ホ
ー
ル
」
で
武
蔵
事
業
所
50

周
年
記
念
式
典
が
開
か
れ
ま

し
た
。
当
初
の
案
内
は
、
17
時
か

ら
17
時
45
分
の
日
程
で
開
催

を
す
る
と
あ
り
、
定
時
外
ま

で
全
員
参
加
を
求
め
ら
れ
た

の
で
、
残
業
が
発
生
を
す
る

の
で
労
働
組
合
を
通
じ
て
残

業
手
当
て
支
給
な
ど
を
求
め

ま
し
た
。
最
終
案
内
で
は
、

定
時
と
な
る
17
時
15
分
ま
で

を
記
念
式
典
と
し
て
、
定
時

後
と
な
る
記
念
抽
選
会
は

「
任
意
参
加
」
と
の
案
内
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
式

典
の
当
日
は
、
記
念
抽
選
会

の
抽
選
券
を
配
布
す
る
た
め

に
入
り
口
を
一
箇
所
に
し
た

事
で
、
２
０
０
０
名
近
く
の

人
が
入
場
す
る
た
め
に
多
く

の
時
間
を
要
し
、
開
会
が
８

分
近
く
遅
れ
、
連
続

的

に

行

な
わ

れ

た

「
記
念
抽
選
会
」
を

終
え
、
職
場
に
戻
っ

た
の
は
17
時
40
分
近

く
に
な
り
ま
し
た
。

歴
史
的
と
も
言
え

る
「
50
周
年
記
念
式

典
」
も
音
響
設
備
の

悪
さ
も
あ
っ
て
、
遅

く
入
場
さ
れ
た
人
達

に
は
内
容
が
聞
こ
え

に
く
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
記
念
式
典
ら
し

い
開
催
方
法
で
行
な

う
べ
き
だ
」
「
ス
ピ
ー
カ
を

後
ろ
に
も
設
置
し
て
欲
し
か
っ

た
」
「
入
場
方
法
も
も
っ
と

考
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
」

「
残
業
時
間
に
入
ら
な
い
よ

う
早
め
の
開
催
時
刻
に
す
べ

き
で
あ
っ
た
」
な
ど
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
）

使
い
に
く
い
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー

い
ま
使
わ
れ
て
い
る
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
芯
の
入
っ

て
い
な
い
タ
イ
プ
だ
。
し
か

し
棒
芯
に
も
取
り
付
け
ら
れ

る
よ
う
内
側
を
あ
け
て
硬
く

巻
き
付
け
て
あ
る
。
そ
の
た

め
残
り
少
な
く
な
る
と
内
側

に
は
り
つ
い
て
は
が
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
最
後
ま
で

使
い
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

あ
と
少
し
あ
る
の
に
と
い
う

の
が
、
い
つ
も
取
り
外
さ
れ

て
こ
ろ
が
っ
て
い
る
。
最
後

ま
で
使
い
切
れ
る
メ
ー
カ
ー

の
物
に
仕
入
先
を
か
え
た
ら

い
か
が
な
も
の
か
。

Ｍ

職
場
だ
よ
り
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絵

手

紙

で

ご

挨

拶

自分の体内年齢を知る

８月２１日と２２日に本館１Ｆ多目的ホー

ル西側エリアにおいて「ヘルスアップフェ

ア」が初めて開催された。時間帯が１２時

から１３時３０分であったので、テクノ館

の人は利用しづらかった様であった。実施

内容は「体脂肪測定」「食生活診断」「血

圧測定」であった。測定結果表示でユニー

クであったのは、測定者の「体内年令」

「血管年令」を明示してあった事であった。

私の結果は、実年令より大幅に若い測定年

令となり、自分なりにホットしている。今

後とも開催をしてもらいたい。 （Ｔ）

今
年
の
８
月
は
、

猛
暑
が
続
い
て
い

た
の
に
後
半
に
な
っ

て
か
ら
一
気
に
秋

の
気
温
と
な
り
体

調
を
崩
さ
れ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
と
思
い
ま
す
。
半

導
体
事
業
も
変
調
の
兆
し

が
あ
り
、
業
界
紙
の
内
容

を
二
面
で
紹
介
を
し
ま
し

た
。
生
活
に
直
結
す
る
問

題
で
あ
り
舵
取
り
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
）
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